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自宅・職場以外の居場所が職場適応感に及ぼす影響

――２０歳代後半から４０歳代の独身男性事務系会社員を対象として――

本 文 概 要

１．問題と目的 「居場所がない」という感覚は，普段は感じないが失ったとき初めて喪失感を伴って

感じるものだ（北山,1993）と言う。また，「居場所がない」という感覚を抱く人々には心理的援助が必

要だと，心理臨床の分野で言及されている(則定,2008）。この居場所に関する研究においては，複数の居

場所が学校や地域など広範囲に存在することが，充足される心理的機能がより多いとする青年期の報告

（稲葉ら,2001；則定,2008；杉本・庄司,2006）があり，社会人においても同様の結果が期待されている。

そこで，本研究では，社会人においても自宅・職場以外の居場所(Third Place：第三の場／以下ＴＰと

記す)の存在が重要と考え，ＴＰ有無が職場での適応にどのように影響するかを検討することとした。Ｔ

Ｐについては，“心理的居場所感”（則定,2008）を元に，３つの操作的定義（本来感，役割感，安心感）

を行い（中村・岡田，2016参照），3つのＴＰ有無をそれぞれ問う質問項目とした。

本研究の目的は，管理職を除く 20 歳代後半～40 歳代の独身男性事務系会社員を対象に，ＴＰ有無が

職場適応感へ及ぼす影響を明らかにし，その結果を職場メンタルヘルス施策へ活用することである。

２．研究方法 本研究は，質問紙調査（Web調査,委託先：マクロミル）により,2019 年 5月に実施し，

518 人からの回答を得た。研究における分析過程では，ＴＰ有無の質問に「わからない」選択肢を回答

した人を除く 344人を対象として実施した。本研究では，ＴＰ有無の他，「青年・成人用ライフスキル尺

度」（嘉瀬ら,2016），「知的好奇心尺度」（西川・雨宮,2015），「職場適応感尺度」（大久保,2005），「職業

生活における心理的居場所（Work Place，以下ＷＰと記す）感尺度」（中村・岡田,2016），「日本語版自

己評価式抑うつ性尺度」（福田・小林,1973），転職思考，自由記述，を質問項目とした。調査にあたって

は，無記名，途中で止めても不利益にならないなどを表示し，回答者から同意を得た上で実施した。

３．結果と考察 本研究の従属変数である「職場適応感」の下位因子得点において，ＴＰ有＞ＴＰ無が.1%

有意で実証された。また，３つのＴＰ有が多い人ほど「職場適応感」の下位因子得点が高いことが.1%

有意で実証された。そしてＷＰ感尺度が低くてもＴＰ有の人は「職場自己将来への期待感」は高い値を

示していた。これは職場に居場所が無くてもＴＰが有ることで，職場での不適応感があまり低下せずに

居られることを示唆していると考えられた。一方，重回帰分析により次の結果を得た。①ＴＰ安心感＞

ＴＰ役割感＞ＴＰ本来感の強さで「職場適応感」下位因子へ影響を及ぼしている。②「抑うつ」＞「拡

散的好奇心」＞「対他者方向コミュニケーションスキル」＞「ＴＰ安心感」の強さで「職場適応感」下

位因子へ影響を及ぼしている。

４．総合考察 本研究の結果から，心理的居場所感という感覚は，３つの異なる感覚から成り，また職

場や家庭そしてＴＰとそれぞれの場所においても感じられるものであり，たくさんあることが精神的健

康に良い影響を及ぼすことが示唆された。また，自分がどうあるかによって感じる，揺れ動く感覚であ

ることも自由記述から伺え，複数あることの重要性についても示唆された。

５．今後の課題 言うまでも無いことであるが，本研究は対象を限定した研究であり，今後対象者を広

げて行くことが期待される。ただ，限定したことで得られた結果（前述）は重要であると考えられる。

６．引用文献 中村・岡田(2016)．企業で働く人の職業生活における心理的居場所感に関する研究 産
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